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明
治
維
新
を
迎
え
、
近
代
国
家
と
し
て
歩
み
始
め
た

日
本
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
が「
外
国
か

ら
い
か
に
国
を
守
る
か
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
特
に

島
国
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て「
海
の
守
り
」は
国
家
の

存
亡
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
近
代
的
な
海
軍
の
創
設

が
急
が
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
政
府
は
軍
艦
の
購
入
や
建
造
を
進
め
、
同
時

に
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
制
度
を
手
本
に
海
軍
基
地
と
な
る

「
鎮
守
府
」の
設
置
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
鎮
守
府
設
置
の
た
め
の
調
査
は
日
本
各
地
で
行
わ

れ
、
佐
世
保
に
は
明
治
16（
１
８
８
３
）年
に
軍
艦「
第

二
丁て
い
ぼ
う卯」（

東
郷
平
八
郎
艦
長
）が
初
め
て
入
港
し
、
綿

密
な
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
伊
万
里
湾

や
平
戸
の
古
江
湾
も
同
じ
よ
う
に
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
天
然
の
良
港
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
中
国
大
陸

に
面
し
て
い
る
点
や
、
沖
縄
、
壱
岐
、
対
馬
、
五
島
な

ど
を
警
備
す
る
上
で
都
合
が
良
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
同

19
年
に
佐
世
保
へ
の
鎮
守
府
設
置
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
直
後
か
ら
鎮
守
府
の
建
設
工
事
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
山
を
切
り
崩
し
、
湿
地
や
水
田
を
埋
め
立
て
る

大
規
模
な
も
の
で
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
す
過
酷
な
工

事
で
し
た
が
、
明
治
22
年
に
は
お
お
む
ね
完
成
し
、
同

年
7
月
に
は
、
佐
世
保
鎮
守
府
が
開
庁
し
ま
し
た
。
鎮

守
府
に
は
軍
港
と
造
船
部（
後
の
佐
世
保
海
軍
工こ

う
し
よ
う

廠
）

も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
開
庁
後
も
船せ
ん
き
よ渠（

ド
ッ
ク
）や

各
種
工
場
が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
鎮
守
府
が
設
置
さ
れ
る
前
の
佐
世
保
は
干
拓

地
や
湿
地
が
広
が
る
人
口
4
千
人
ほ
ど
の
村
で
し
た
。

そ
の
た
め
鎮
守
府
設
置
が
決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、
近

代
的
な
市
街
地
の
建
設
も
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

鎮
守
府
設
置
に
よ
り
押
し
寄
せ
た
人
た
ち
に
よ
る
無
秩

序
な
家
屋
建
設
を
防
ぐ
狙
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
佐
世
保
の
都
市
計
画
は
、
中
心
と
な
る
道
路

を
完
成
さ
せ
、
そ
の
道
路
に
沿
っ
て
碁
盤
の
目
状
の
市

街
地
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
中
心
と

な
る
道
路
が
現
在
の
ア
ー
ケ
ー
ド
通
り
で
あ
り
、
当
時

建
設
さ
れ
た
碁
盤
の
目
状
の
市
街
地
は
現
在
ま
で
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
佐
世
保
は
明
治
時
代
に
お
け
る
国
家

戦
略
の
中
で
誕
生
し
た
近
代
都
市
だ
っ
た
の
で
す
。

近代都市「佐世保」の誕生
特集 佐世保鎮守府開庁１３０周年記念

明
治
22
年
に
佐
世
保
鎮
守
府
が
開
庁
し
、
佐
世
保
港
が

開
港
し
て
か
ら
本
年
で
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
本
市
発
展
の
礎
と
な
り
、
歴
史
の

大
き
な
転
換
期
と
な
っ
た
こ
の
時
代
に
着
目
し
、
鎮
守

府
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
や
日
本
の
最
先

端
技
術
と
巨
費
を
投
じ
て
造
ら
れ
た
近
代
化
遺
産
の
歴

史
、
当
時
の
歴
史
を
体
感
で
き
る
お
す
す
め
ツ
ア
ー
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

金比良山の切り崩し

切り崩しには火薬（地
じ

雷
らい

火
か

）も使われましたが、

まだ機械もなく人力だけで行われていました

都市計画によって建物が整然と並ぶ市街地（明治末期～大正初期頃）。
現在の佐世保玉屋付近から市役所方面を撮影したもの

現在の海上自衛隊佐世保地方総監部庁舎（平瀬町）の場所に建てられていた「佐世保鎮守府庁舎」

鎮
守
府
の
開
庁
と
市
街
地
の
建
設

佐
鎮
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鎮
守
府
の
設
置
と
そ
れ
に
伴
う
市
街
地
の

建
設
に
よ
り
、
佐
世
保
は
近
代
都
市
と
し
て

の
体
裁
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。
人
口
も
激

増
し
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
深
刻
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
水
の
問
題
で
し
た
。

　
鎮
守
府
用
の
上
水
道
は
開
庁
後
間
も
な
く

完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
の
人
々
は
昔
な

が
ら
の
井
戸
水
や
川
の
水
を
利
用
し
て
い
た

た
め
、
水
不
足
や
不
衛
生
な
水
に
よ
る
伝
染
病

の
流
行
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
海
軍

と
し
て
も
安
全
な
水
が
必
要
で
あ
り
、
佐
世

保
の
衛
生
状
態
は
軍
の
戦
力
に
も
影
響
す
る

た
め
、
水
問
題
の
解
決
は
緊
急
の
課
題
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
明
治
27（
１
８
９
４
）年
に
日
清
戦
争
が
勃

発
し
、
佐
世
保
は
連
合
艦
隊
の
基
地
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
佐
世
保
に
は
満
足
な
水
道
施
設
が
な
く
、

海
軍
は
水
の
確
保
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
日
清
戦
争
後
、
海
軍
は
長
崎
や
神

戸
で
水
道
建
設
を
成
功
さ
せ
た
技
師
吉
村
長

策（
１
８
６
０
～
１
９
２
８
年
）に
設
計
を
委

託
し
、
同
34
年
ま
で
に
岡
本
水
源
地
や
矢
岳

浄
水
場
を
主
な
施
設
と
す
る
全
国
で
13
番
目

の
近
代
水
道
施
設
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
は
主
に
軍
用
で
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
市
民
も
手
桶
に
よ
る
販
売
で
水
道
水
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
ま
で
の
10
年
間

で
、
佐
世
保
は
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
海
軍

施
設
の
充
実
に
加
え
て
鉄
道
も
開
通
し
、
人

口
は
九
州
で
十
指
に
入
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
同
35
年
に
は「
佐
世
保
村
」か

ら「
町
」を
経
ず
に
人
口
約
4
万
5
千
人
の「
佐

世
保
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
市
の
変
貌
に
伴
い
、
水
需
要

も
増
え
る
一
方
で
し
た
。
そ
の
た
め
日
露
戦

争
後
間
も
な
く
海
軍
に
よ
る
水
道
拡
張
が
計

画
さ
れ
、
同
41
年
ま
で
に
山
の
田
貯
水
池
と

浄
水
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
も
佐

世
保
鎮
守
府
建
築
科
長
を
務
め
て
い
た
吉
村

長
策
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
佐
世
保
市
内
に
も
初
め
て

水
道
管
が
敷
か
れ
、
海
軍
か
ら
の
浄
水
分
与

と
い
う
形
で
同
40
年
か
ら
市
民
に
給
水
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
で
10
番
目
の
都

市
水
道
で
あ
り
、
佐
世
保
は
名
実
と
も
に
近

代
都
市
と
し
て
の
機
能
を
備
え
、
以
降
の
発

展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
佐
世
保
に
鎮
守
府
設
置
が
決
ま
る
と
、
周
辺

に
は
岸
壁
や
船せ
ん
き
よ渠（

ド
ッ
ク
）、
工
場
な
ど
が

次
々
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
部
分
は

太
平
洋
戦
争
ま
で
の
約
60
年
間
に
海
軍
が
巨

費
を
投
じ
て
造
り
上
げ
た
も
の
で
す
が
、
特

に
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
行
わ
れ
た
工
事

が
佐
世
保
港
の
形
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

　
日
露
戦
争
後
に
は
、
戦
争
で
損
害
を
受
け
た

艦
船
を
迅
速
に
修
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
た
め
、
大
規
模
な
工
事
が
次
々
と
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
力
を
注
が
れ
た
の

が「
立
神
係
船
池（
修
理
艦
船
係
留
場
）」の
建

造
で
す
。
海
軍
工
廠
の
海
側
に
突
き
出
て
い

た
立
神
岬
と
、
大だ
い
じ
や蛇

島
、
小
し
よ
う
じ
や蛇

島
を
堤
防
で

取
り
囲
み
、
入
り
口
を
ふ
さ
い
で
海
水
を
く

み
出
し
、
海
底
を
掘
削
し
て
泥
を
運
び
出
し
、

岸
壁
を
築
造
し
た
後
に
、
再
び
海
水
を
入
れ

る
と
い
う
こ
の
事
業
。
係
船
池
は
南
北
に
約

５
７
６
ｍ
、
東
西
に
約
３
６
４
ｍ
も
あ
る
巨

大
な
も
の
で
、「
明
治
時
代
に
お
け
る
海
軍
最

大
の
土
木
工
事
」と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
38（
１
９
０
５
）年
に
始
ま
っ
た
工
事

は
大
正
5（
１
９
１
６
）年
、
実
に
11
年
の
歳

月
を
要
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
に
は

当
時
最
新
技
術
だ
っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
全
面
的
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
常
に
海

水
に
触
れ
る
岸
壁
に
使
用
す
る
こ
と
は
初
め

て
の
試
み
で
し
た
。
こ
の
技
術
は
海
軍
技
師
・

真ま
し
ま島

健け
ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎（
１
８
７
３
～
１
９
４
１
年
）の

設
計
に
よ
る
も
の
で
、
真
島
技
師
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
徹
底
的
に
研
究
し
、
十
分
な

確
信
を
持
っ
て
建
造
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
立
神
係
船
地
は
百
年
以
上
経
過
し
た
現
在

で
も
全
く
問
題
な
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
真
島

技
師
の
目
の
確
か
さ
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
岸
壁
の
周
り
に
は
、
係
船
池
の
建
造
と
並
行

し
、
い
く
つ
も
の
ク
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
中
で
も
目
を
引
く
の
が
、
今
も
現
役

で
使
用
さ
れ
て
い
る
２
５
０
㌧
の
大
ク
レ
ー

ン
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
注
文
し
て
造
ら
れ
た

も
の
で
、
組
み
立
て
も
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
が

指
導
を
行
い
、
大
正
2
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

戦
艦
の
巨
大
な
大
砲
や
機
械
の
取
り
替
え
を

自
由
自
在
に
や
っ
て
の
け
る
な
ど
、
迅
速
な

修
理
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。

海
軍
に
よ
る
近
代
水
道
の
創
設

巨
額
の
費
用
と
最
新
の
技
術
を
投
入

現
在
の
立
神
係
船
池

吉
よしむらちようさく

村 長 策

高さ 10m 以上ある立神係船池の岸壁 現在の岡本水源地（十文野町）

明治 36 年頃の佐世保軍港

大蛇島小蛇島
立神岬

立神係船地250㌧クレーン
（国登録有形文化財）

下写真
の岸壁
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日
本
の
技
術
発
展
を
象
徴
す
る
近
代
化
の
記
念
碑

　
日
露
戦
争
で
無
線
通
信
の
重
要
性
を
痛
感

し
た
日
本
海
軍
は
、
明
治
43（
１
９
１
０
）年

に
、
日
本
周
辺
で
の
通
信
網
を
整
備
す
る
た

め
、
東
京
、
佐
世
保
、
台
湾
の
3
カ
所
に
無

線
局
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
大
正
4（
１
９
１
５
）年
に
千
葉
県

に
船
橋
無
線
電
信
所
が
完
成
し
、
次
い
で
同

8
年
に
台
湾
高
雄
県
に
鳳ほ
う
ざ
ん山

無
線
電
信
所
が

完
成
。
最
後
に
同
11
年
、佐
世
保
無
線
電
信
所
、

現
在
の
針
尾
送
信
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
遠
距
離
通
信
に
は
波
長
の
長
い
電

波（
長
波
）が
最
適
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
長

波
は
大
き
な
電
力
で
、
長
い
ア
ン
テ
ナ
か
ら

電
波
を
飛
ば
す
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
3
カ

所
の
無
線
局
は
い
ず
れ
も
非
常
に
大
規
模
な

施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
船
橋
、
鳳
山
の
無
線
局
は
い
ず
れ
も
高
さ

２
０
０
ｍ
の
鉄
骨
造
で
、
そ
こ
か
ら
傘
型
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
る
構
造
で
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
針
尾
送
信
所
は
高
さ
約
１
３
６
ｍ
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
無
線
塔
を
3
基
建
て
、

そ
の
間
に
ア
ン
テ
ナ
線
を
張
る
と
い
う
構
造

に
な
り
ま
し
た
。

　

針
尾
送
信
所
を
理
解
す
る
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て「
無
線
技
術
」と「
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
術
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本
が
初

め
て
無
線
通
信
を
成
功
さ
せ
た
の
は
明
治
30

年
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
が
造
ら
れ
た
の
は
同
36
年
で

し
た
。
日
本
の
技
術
者
た
ち
は
当
時
最
先
端

だ
っ
た
こ
れ
ら
の
技
術
を
徹
底
的
に
研
究
し
、

独
自
に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
導
入
か
ら

20
年
余
り
で
現
在
と
遜
色
の
な
い
レ
ベ
ル
ま

で
引
き
上
げ
、
そ
の
集
大
成
と
も
言
え
る
針

尾
送
信
所
を
建
設
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
針
尾
送
信
所
は
ま
さ

に
日
本
の
技
術
発
展
を
象
徴
す
る
記
念
碑
的

な
施
設
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

針尾無線塔基礎部分の配筋作業
基礎部分の中央に太い木材でタワーが組ま
れ、この中に作業用の昇降機などが設置され
たといわれています。岩盤を掘削して築かれ
た基礎は深さ約6ｍ、直径約24mもあります。

針尾送信所無線塔（針尾中町 382 番地）
高さ約 136m（各塔間約 300m）
基部直径 約 12m、塔頂部直径 約 3 ｍ

「旧佐世保無線電信所（針尾送信所）施設」は平
成 25 年に国重要文化財（建造物）に指定され、
その一部が公開されています。現地では「針
尾無線塔保存会」の 皆 さ ん がガイドや管理を
行っていますので、見学の際は注意事項を一読
し、ルールとマナーを守って見学してください。

◦針尾送信所見学に関する問い合わせ
針尾無線塔保存会　☎ 58-2718

見学時間 9 時～ 12 時、13 時～ 16 時
※見学時間は 30 分程度。

料　　金 無料

申し込み 個人（少人数）の場合は連絡不要です。
団体（20 人以上）の場合は見学日の
20 日前までに針尾無線塔保存会（☎
58-2718）に電話で申し込んでくださ
い

そ の 他 ◦駐車場に限りがありますので、でき
るだけ乗り合わせなどでご来場くだ
さい。

◦見学に当たっては針尾無線塔保存会
会員の指示に従ってください。

◦歩道の一部が整備されていませんの
で、スニーカーなど歩きやすい履物
でご来場ください。

◦国の重要文化財の指定を受けた大切
な国の財産ですので、マナーを守っ
て見学してください。

針尾送信所見学
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ガイドの説明を聞きながら佐世保港を船で巡るツアーです（所要時間約 60 分、毎週土・
日曜、祝日 11 時 30 分頃出航予定）。現在冬季運休中ですが、3 月から運航を再開する予
定です。料金や申し込み方法など、詳しくは佐世保観光情報センターにお尋ねください。

09 広報させぼ　2019.2

◦鎮守府に関連したツアーなどに関する問い合わせ　佐世保観光情報センター（JR 佐世保駅構内）　☎ 22-6630
◦鎮守府の歴史などに関する問い合わせ　文化財課　☎ 24-1111

※ツアーへの参加には徒歩ツアー、バスツアーとも写真付き公的身分証明書が必要です。

※写真は全てイメージです。

オリジナルの観光バスで日本遺産の構成資産などを巡る
バスツアーです。観光客のニーズに合わせた 3 つのコー
スがあり、佐世保を知り尽くしたアテンダーがご案内し
ます。豪華クルーザーをイメージしたバスは天然木や本
革シートが使用されており、ゆったりとくつろぎながら
ツアーに参加することができます。（所要時間 約 100 分）

佐世保鎮守府の歴史を体感！おすすめツアー

紹介動画

紹介動画

豪華バスで日本遺産をご案内！

SASEBO クルーズバス海
うみ

風
かぜ

船で佐世保港をご案内！ 海軍さんの港まち SASEBO 軍港クルーズ

海上自衛隊OBがご案内 ! 海軍さんの散歩道

日程　月～水曜、金～日曜
　　　※木曜以外に運休する場合もありますのでご注意ください。
料金　中学生以上 1,800 円、小学生 900 円
　　　※ハウステンボス発は中学生以上 2,000 円、小学生 1,000 円。
申込　電話で佐世保観光情報センターへ（インターネット予約も可）

日　程 毎週金曜
※除外日がありますので、詳しくは佐世保観

光情報センターにお問い合わせください。

料　金 2,400 円（ガイド料・昼食・保険含む）

行　程 9 時 20 分集合 旧海軍佐世保鎮守府凱旋記
念館（市民文化ホール）前➡鎮守府凱旋記念
館・下士官集会所跡碑・海軍橋・海上自衛
隊佐世保史料館➡海上自衛隊佐世保地方総
監部・海兵団兵舎・渡り橋・地下壕・鎮守
府正門跡見学➡くらま食堂見学➡ 13 時到
着・解散 海兵団庁舎

所要時間 約 3 時間 30 分

定　員 20 人（最少催行 8 人）

申　込 開催日の 7 日前までに電話で佐世保観光情
報センターへ

徒歩ツアー

普段は一般の立ち入りができない、海上自衛隊佐
世保地方総監部敷地内の地下壕にある「防空指揮
所」跡は、佐世保鎮守府が 1942 年に建造し、管
区内の防空指揮を担いました。本ツアーでは、そ
の指揮所跡の見学をはじめ、2017 年 3 月で退役
した護衛艦「くらま」内の食堂をイメージした「く
らま食堂」などを海上自衛隊ＯＢがご案内します。

日　程 ２月２日（土）、２月１６日（土）、３月２日
（土）、３月１６日（土） 
※ 4 月以降の予定は佐世保観光情報セン

ターにお問い合わせください。
料　金 6,600 円（クルーズ代・バス代・ガイド料・

昼食・保険含む）
行　程 9 時 45 分集合 佐世保観光情報センター➡海

上自衛隊倉島岸壁（艦艇見学）➡ SASEBO
軍港クルーズ➡海上自衛隊佐世保地方総監
部くらま食堂見学➡海兵団兵舎・渡り橋・
地下壕・鎮守府正門跡見学➡海上自衛隊佐
世保史料館・鎮守府凱旋記念館・下士官集
会所跡碑・海軍橋（徒歩にて見学 ) ➡ 16 時
到着・解散 JR 佐世保駅
※艦艇見学が中止の場合、コース変更あり。

所要時間 約 6 時間

定　員 45 人（最少催行 20 人）

申　込 開催日の 7 日前までに電話で佐世保観光情
報センターへ

「海軍さんの散歩道 徒歩ツアー」の行程に「SASEBO
軍港クルーズ」と「海上自衛隊艦艇見学」 を加えた
豪華なバスツアーです。佐世保鎮守府の歴史をたっ
ぷりと体感できます。

バスツアー

西肥バスセンター発 13 時 10 分➡
佐世保駅みなと口発 13 時 20 分➡
米海軍基地前➡佐世保重工業（東門前） 
➡赤レンガ倉庫群➡第 4 ドック➡展
海峰➡九十九島パールシ―リゾート
➡佐世保駅みなと口着 15 時➡西肥
バスセンター着 15 時 5 分

九十九島をパノラマで楽しむ

展海峰 コース

西肥バスセンター発 15 時 40 分➡
佐世保駅みなと口発 15 時 50 分➡
西九州倉庫前➡米海軍佐世保基地メ
インゲート前➡海上自衛隊佐世保史
料館➡市街地・とんねる横丁➡三浦
町カトリック教会 ➡鯨瀬ターミナル
➡佐世保駅みなと口着 17 時 30 分
➡西肥バスセンター着 17 時 35 分
➡ハウステンボス着 18 時 5 分

海軍の歴史を感じる

みなとまち コース

赤
字
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紹介動画

ハウステンボス発 9 時 40 分➡西
肥バスセンター発 10 時 20 分➡
佐世保駅みなと口発 10 時 30 分➡
旧海軍佐世保鎮守府凱旋記念館・
海上自衛隊佐世保史料館➡米海軍
基地前➡佐世保重工業（東門前）➡
赤レンガ倉庫群➡第 4 ドック➡船
越展望所➡九十九島パールシーリ
ゾート 12 時発➡佐世保駅みなと
口着12時10分➡西肥バスセンター
着 12 時 15 分

短時間で SASEBO を満喫する

市内探訪 コース


